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平成２０年よくわる福岡の歴史 古代史 第４回 講師 石合六郎「奴国から邪馬台国へ～考古学と神話の接点～」

第２回 「卑弥呼誕生と高天原」

①高天原の女王・天照大御神の誕生の地・阿波岐原はどこか
前回講義の議論で、奴国と神話のつながりはあるように思える。古事

記や日本書紀では、天照大御神は、伊邪那岐の三貴子として、筑紫の日

向の橘の小戸の阿波岐原で誕生したことになっている。

はたして、「筑紫の日向の橘の小戸の檍原」（日本書記、古事記は

「竺紫の日向の小門の橘の阿波岐原」橘と小戸が入れ替わっている）神

話の元になったところはどこだろうか？ 戦前は多くの人が議論してい

るが、最近はあまり試みなれることはないようである。あえて、その見

解を検証してみたい。

◆河村哲夫氏の見解（「九

州を制覇した大王 景行天皇

巡幸記」からの要約）

筑紫といえば現在では九州

全体を指すこともあるが、も

ともとは、筑紫野市にある筑

紫神社に象徴されるように、

那珂川と御笠川の上流域一帯

をさしていた。したがって、

この地域で橘、小戸、阿波岐

原を探すべきとする。日向も

日向の国ではなく、日に向か

うという意味と解釈する。こ

の地には立花山もあり、「檍」

は樫の木であり、香椎宮の名

前のもとであろう。「小門、

小戸といえば、小さな出入口、

すなわち小さな港というよう

な意味であろう。香椎宮の西

側に海岸があり、古い時代に

は香椎の浦とよばれた。そこ

にある鳥居の前面400ｍのとこ

ろに御島とよばれる岩礁があ

り、御島大明神が祀られてい

る。『日本書紀』によれば、

朝鮮出兵の吉凶を占うため、

香椎宮に滞在していた神功皇

后が海で髪すすぎの占いをお

こなつたが、貝原益軒は『この地こそ、すなわち神功皇后が髪をすすがれた所である』（筑前国続風土記）と断言して

いる。黄泉の国から逃げ帰ったイザナギノミコトもまたみそぎ祓いをおこなった。（略）神功皇后（略）の儀式は、イ

ザナギノミコトのみそぎ祓いにあやかってのこと、御島においてみそぎ祓いをおこなう風習があったと考えるのは考え

過ぎであろうか」との趣旨を述べている。このほか、宮崎の比定地（宮崎市内の数カ所？）も有力候補地とし、その理

由として「北部九州の博多湾岸とおなじく、何ゆえこの日向の地に那珂郡があり、住吉神社が祀られたのであろうか。

それはやはり、天孫族の日向南遷と関係があるとみるべきであろう」としている。しかし、この地に阿波岐原があるの

は、日向王朝の南遷にともなうものとする。

◆藤島正之氏の見解

「竺紫の日向の橘の小戸の阿波岐原」とは、そのものずばり今日の那珂川の河口を12.3キロさかのぼり、那珂川が始
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めて山峡に入る処がその地である。この地は東の台地が安徳台で海抜50mか

ら60mに及ぶ平坦な、22.3ha以上の広さをもつ人工の台地である。この地が

竺紫の国の都の在る処である。西側の丘陵は那珂川町大字西隈の地であり、

小字名は立花木（たちばなぎ）である。中間を流れる川は那珂川であり、

この谷は古来、岩戸河内（いわどこうち）と呼ばれた一帯の一部である。

安徳台の西南に在る山田地区の国道385号線ぞいの地、那珂川の南の地が萩

原（おぎわら）の地である。山田地区の人達は萩原とかいて之を「おぎわ

ら」と呼んでいる。阿波岐原とおぎわらは同一地ではないか。

安徳台はその当時竺紫の国の都があり(倭人伝では奴国の都)、伊邪那岐・

伊邪那美の御殿即ち八尋殿(大きな御殿の意)も安徳台上に在ったものと想

定される。安徳台の西端はなかば那珂川の流れにつつまれるようになって

いるが、その台地の西端は古墳であると言われている。この古墳の発掘研

究はいまだ行なわれてはいない。

伊邪那美命の亡くなった処も竺紫の国、禊をされた処も竺紫の国の川で

行なわれたと読むべきであろう。神々の出生の地は那珂川中流の安徳台一

帯の地であろう。

◆安本美典氏の見解

大まかに要約するなら「宮崎県のシーガイアのあるあたりの江田神社や

小戸の地名のあるあたり（大淀川付近）を第一候補に、その次に福岡と鹿

児島」をあげている。上記２人が筑紫の範囲を想定、藤島氏が奴国と直接

結び付けて発言しているのに対し、宮崎を有力とし、奴国とのかかわりに

はふれていない。それより、伊邪那岐を九州勢力の代表、伊邪那美を出雲

勢力の代表ととらえ、政略結婚の破綻した後のできごとを神話化したとの

見解を示している。

＜まとめ＞

このほかイザナギの禊の地「筑紫の日向の橘の小戸の憶原」について各

氏の見解を再度まとめると、①宮崎市塩路の「住吉神社」付近（宮崎市の

シーガイア近く）②福岡市の「住吉神社」付近③鹿児島県の「住吉神社」

付近（宮崎県との県境＝児湯）④福岡市西区の今宿青木地区（原田大六氏）

⑤福岡市の生の松原付近（佐藤寿哉氏「わかりやすい『古事記入門』」）

⑥小戸は出雲と北九州の間の門司あたり（挾間畏三氏ら）⑦安徳台近くの那

珂川（藤島正之氏）―などの説がある。

【私の見解】

イザナギ・イザナミの国生み神話の核は、中国の江南等からの渡来人が、日本列島に移り住む時の状況を織り込んで

だものであろう。したがって、たどりついた渡来人やその子孫が多くの国をつくった。漢書には分かれて百余国あった

と記されているが、もっともっと多くのクニがあったのだろう。魏志倭人伝では30カ国に減っている。後漢書でも「も

と百余国あったが、いま使訳を通じるところ30カ国」と記している。倭国大乱などで国が統合されたのであろう。この

中には斜陽を向かえた奴国も後に大和朝廷となる邪馬台国もある。日本最初の「クニ」らしい「クニ」として奴国が、

勢力を示したのが金印をもらった紀元57年以降百年近くのことだろう。その時代のどこかで奴国の王族は出雲と手を結

び、出雲との蜜月時代を迎えたのかもしれない。しかし、出雲との政略結婚もなんらかの原因で破綻したのだろう。こ

の破綻が、「イザナギ・イザナミの死別（事戸の言い渡し）神話の核」であろう。西暦180年までには、倭国内の互いの
こ と ど

攻伐で奴国王家は滅び、卑弥呼の支配下にあった。

さらに日本神話を信じるなら、邪馬台国が生まれるきっかけとして、出雲と決別した王族（イザナギ）が、奴国に帰

ろうとしたが、果たせずまだ未開の地であった「日向」にたどりつき、同じ「奴国」と称し（倭人伝の30カ国の中に奴

国が２回出る）再起を図った可能性がある。その子孫が三貴子のアマテラスであり、スウサノウ、ツクヨミではなかろ

うか。その地をどことするか、宮崎県の那珂郡と宮崎郡（現宮崎市）当たりを想定してよいであろう。

彼らが独立または国々が互いに手を結び、または反発し、それぞれの国を形成していった。アマテラスは筑後平野に、

スサノウは熊本県北部（菊池市など）に落ち着いたのかもしれない。そして、アマテラスはかつての宗主国・奴国と戦

うことに、狗奴国になったスサノウは邪馬台国と戦い、破れ、新羅を経て出雲に天降り、出雲の支配者となる。残った

グループは、熊襲として大和政権に組み込まれていったと考えてはどうであろうか。ツクヨミについては神話はその後
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8月に花火大会があった御島神社（満潮の

時には鳥居しか見えない小さな島）は、神

宮皇后が髪を海につけて“新羅遠征をすべ

きなら、髪は分かれて二つになれ！”と占っ

たところ。髪が自然に二つに分かれたので、

ミズラ（男装）に結い、浜辺（片男佐海岸）

に渡って来られた。

その時頭だけ男装の姿だったので半分男

という意味で“片男佐”と名付けられたと

いわれている。同じように、鎧をつけて歩

いていたところを“よろい坂”、かぶとを

着けたところはか“ぶと塚”と呼ばれ石碑

が建っている。こうして男装に身を固め、

仲哀天皇の身代わりができあがり、海浜を

男姿で威風堂々と歩いたので、“浜男”と

呼ばれるようになった。現在は浜男通りと

いう地名が残っている。（わが町“香椎”

歴史散歩 しのざき歯科医院＝http://www.

geocities.jp/dentopia21/frekisi.htmlか

ら）

香椎宮近くの御島



を何も語っていない。

住吉神社は宮崎のほうが古く、神功皇后のとき今の博多の住

吉神社に勧請され、さらに各地につくられたものと考えたい。

②高天原＝邪馬台国（卑弥呼＝天照大御神）
とする説

邪馬台国をめぐる議論は江戸時代から盛んになり、７つの流

派があるようにみえるという。安本美典氏は「江戸の邪馬台国」

いう著書の中で①古道「日本書紀」の流れ②新井白石の流れ③

和辻哲郎・栗山周一の流れ④本居宣長の流れ⑤鶴峰戊申・近藤
しげのぶ

芳樹の流れ⑥片山蟠桃の流れ⑦藤原貞幹の流れがあるとする。

これは今日の学者や研究者の議論をよく見ると、この７つの

流れの中にあるように見える。今回は③の「和辻哲郎・栗山周

一の流れ＝卑弥呼は天照大御神である」という考え方を中心に

考えることする。（以下の３氏の写真はいずれも「研究史・邪

馬台国の東遷」から）

◆最初に卑弥呼＝天照大神説説を唱えたのは白鳥庫吉氏（18

65～l942、東京大学東洋史学）

畿内大和説を主張する京都大学の内藤湖南氏と

の論争で有名。主張の核心は、明治四十三年(一

九一〇)に発表した論文「倭女王卑弥呼考」の中

で「皇祖発祥の地である九州において、上古、卑

弥呼をはじめとして、女子で君長であったものが多数いたとす

れば、天照大御神が女王として天上に照覧するのも、また、な

んの怪しむべきことがあろうか。（略）倭女王卑弥呼は狗奴国

男王の無体を怒って、長くこれと争ったが、その暴力に堪えず、

ついに戦中に死んだ。（略）神話が太古の事実を伝えたものと

すれば、神典の中に記された天の安の河の物語は、卑弥呼時代

におけるような社会状態の反映とみることができようか。」

（安本美典著「研究史邪馬台国の東遷」から。安本氏が文語体

を口語体になおす）。高天原の場所については、「邪馬台国＝

北九州筑後山門郡説」をとなえる。

◆和辻哲郎氏(l889～1960、東京大学哲学者)の説

白鳥庫吉氏の説を引き継ぐ。大正９年(1920)に

初版の『日本古代文化』に明確に東遷説を述べて

いるが、その後の改訂版（大正14年、昭和14年、

同26年新版）では、時代的背景をおもんぱかって

か、天皇家の祖先を女酋とすることを避け、明確な東遷説を述

べなくなっている。

「女王国が、九州西北部に限られていたことは、魏志の参問

した倭地が周旋五千余里というのを見て、あきらかである。朝

鮮海峡を三千余里とみる見当から行けばは、周旋五千余里は、

筑肥の全部を含むに足りない。(初版)」「記紀の材料となった

古い記録は、たとえ、官府の製作であったとしても、ただ少数

の作者の頭脳から出たものではない。弥生式文化の時代からの、

古い伝承に加えて、三、四世紀における第二次の国家統一や、

五世紀における国民の発達の間に、自然に生まれでた古い伝説

が、六世紀を通じての無数の人々の想像力により、この時代の

集団心に導かれつつ、漸次形をなして行ったのである。奈良朝

に至って、最後に編集されるさいに、とくに明白な官撰的な色

彩を帯びさせられたとしても、それは、物語の中核をまで変え
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ていない。」(改稿版)

「記紀の伝説が、じつは、魏志の伝える筑紫人の生

活を背景として産まれたものにすぎない…」(初版)。

また、考古学的な事実が一致することにもふれ、「山

陰を大陸への門戸とする近畿中心の銅鐸の文化と、筑

紫を門戸とする筑紫中心の銅鉾銅剣の文化との対峙を

示すことをみた。」と述べている。

この「銅鉾銅剣文化圏対銅鐸文化圏」論は、戦後長

く支持さ、昭和59年（1984）の島根県の荒神谷の銅剣

358本の発見、平成８年（1996）の同加茂岩倉での39

個の銅鐸発見までは、教科書的な説として広く行きわ

たっていた。

ここで注目されるのは、近畿対九州の構図の中に、

山陰という言葉が挟みこまれていることで、どこまで

出雲を意識していたかどうかは不明だが、記紀の国譲

りをやはり強く認識していたと思う。

また、「邪馬台」と「大和」は同じ語源とし「日本

を『倭』すなわち邪馬台と呼ぶのは、魏の時代におい

ては、主として筑紫をのみ意味してののことであった。

（略）国家統一前に始まった名称であるらしい。（略）

もし邪馬台の勢力を征服した他の勢力が、国家統治の

位置にあったとすれば、その朝廷は（略）ヤマトと呼

ばれることを黙過するはずがない。」と邪馬台国の東

遷を明示している。

◆栗山周一氏（1892～1941）の説

邪馬台国と記紀神話を結びつける時、

天皇の在位期間に注目して、初めて神話

に年代論を持ち込んだ人物で、安本氏は、

自らの邪馬台国論ときわめて共通性の多

い史観を持つ歴史家がいたことを知らなかった。それを朝日新聞の読書欄の「忘れられない本」と題する

投稿記事できっかけをつかみ、栗山氏の業績を再び世に知られるようにしたといえる。

その本は「少年国史以前のお話」（昭和７年、同13年刊）で青少年向けに書かれたものだった。日本の神話時代につ

いて本格的に書かれたものとして、「日本欠史時代の研究」（昭和８年刊）がある。

安本氏が天皇一代十年とするのに対し、栗山氏は「一帝在位平均は12年～14年で、平均13年」とする点だ。コラムに

もあるように安本氏の見解ときわめて近いといえる。

具体的な場所については、記していないが、「各各の国の間隔や広さなどは、現今の郡面積ていどあるから、たとえ

三十ヵ国としても、北九州に求むべく十分である」とし、まとめでも「神武天皇の東征の神話のごときも、この辺りの

消息を、よく物語っているものであろう」と結論づけている。

言論統制の厳しかったこの時代に皇室の祖先を魏志倭人伝に登場する女酋・卑弥呼（当時は神典とされ、本居宣長は

卑弥呼を女酋ととなえた）に求めることなど考えられないことだったと、思われる。勇気ある執筆であったに違いない

だろう。

◆このほかの卑弥呼＝天照大御神説

◎林屋友次郎氏（１８８６～１９５３）＝東京鋼材（のちの三菱鋼材）社長で、駒沢大教授を務めた仏教学者。「天

皇制の歴史的根拠上巻」（昭和２１年刊）、後に「日本古代国家論」（同４７年刊）→「卑弥呼は天照大御神。九州か

らの東遷」を明確に述べる。

◎飯島忠夫氏（１８７５～１９５４）＝学習院大教授。「日本上古史論」（昭和２２年刊） →「神武天皇の大和平定

を西暦１９１年以降とし、天照大御神の時代は卑弥呼の時代。里程論からも、邪馬台国は筑紫。天孫降臨は、狗奴国の

背面を衝く作戦。鬼道は神道である」

◎さらに和田清氏、市村其三郎氏、鯨清氏らが卑弥呼＝天照大御神説をとっている。まだまだいるのではないかと思っ

ている。
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「神話伝説は、もとより歴史

ではない。けれども、神話の

中には、なにかの伝説などに

ヒントを得たものもないとは

限らぬ。そして、卑弥呼の伝

説が神代の事跡として考える

と、天照大御神の神話がある。

天照大御神は、女神であり、

統治者であり、女王であり、

君主であるから、天照大御

神神話は、倭国卑弥呼の事

実を伝えたものではないか。

卑弥呼は、年已に長じても

夫婿なく云々とあるが、女

神たる天照大御神にも夫婿

なる神がない。男弟ありて

治国を助くとあるのは、素

戔嗚の尊または月読の命の

男弟の所伝とみれば、正し

く一致するではないか。そし

て、天下を統治し、女王であっ

たから、立派な宮殿にもすみ、

侍女をたくさんはベらしてい

た。

卑弥呼をヒミコとよむべき

か、ヒメコとよむべきかは明

らかでないが、支那文字をもっ

て日本の音を表わしたもので

ある。天照大御神は、日の御

子と伝え、『オホヒルメムチ

ノミコ卜』という。

ヒルメノミコトすなわち姫

尊である。ヒメコ、ヒミコと

音通ではないか。卑弥呼に、

日の御子、姫御子(姫尊)、ま

たは日の巫女の意があるとす

れぱ、正しく日本の神話にで

てくる神々の名と思われる。

卑弥呼は、よく鬼道に通

ずというが、未開時代にお

いては、大衆をおさめ支配

するに魔術が、ぜひ必要で

あった。現今でも、野蛮人

においては、魔術師が、一

番尊ばれるのである。そこ

で、鬼道とか巫道とか、ま
かん

たはふしぎな霊を祭るので

ある。神を祭り、神のお告

げを聞くという原始的な宗教

である。

以上のような考えから、卑

弥呼は、天照大御神の事跡を

伝えたものではなかろうか。

年代的に、卑弥呼女王を神話

として伝えていたことが首肯
しゅこう

される。」（「少年国史以前

のお話」＝安本美典著「研究

史邪馬台国の東遷」から）

栗
山
周
一
氏
の
主
張



③安本美典氏の古代天皇一代十年説
◆安本氏の年代論の核心

「『古事記』『日本書紀』は、神武天皇の五代まえが、

天照大御神であったと記している。

一代平均十年として、神武天皇の時代、二七〇～三〇

〇年から、五代五十年さかのぼれば、天照大御神の時代

は、二二〇～二五〇年ごろとなる。卑弥呼の時代とまさ

に重なりあう。私たちは、年代論的に無理なく卑弥呼に

比定しうる女性を、『古事記』『日本書紀』の神代の記

述のなかにみいだしうるのである。

さて、横軸に、天皇の「代」をとる。縦軸にその天皇

の即位した年をとる。そして、今上天皇までについでプ

ロットし、グラフを描いてみる。すると、図のようにな

る。

このグラフをみれば、「四七八年の雄略天皇(＝倭王

武)の宋への遣使」、「四二五年の応神天皇(＝倭王讃)

の宋への遣使」(安本美典著「倭の五王の謎」講談社現

代新書参照)、「崇神天皇を三六〇年ごろの人とする説」、「神式

天皇を西暦二八〇～三〇〇年ごろの人とみる考え、『卑弥呼＝天

照大御神説』などが、史的事実である実線の延長繰上にきわめで

自然にのっていることを、一見して、読みとることができる。」

④地名の一致の指摘
安本氏が自ら語るように、安本史観は一つの仮説であると思う。しかし、この説以上

に古代の日本を説明できる説がほかにあるのかと思っている。説明できない時、新たに

仮設を重ねるような説がある。例えば、かつての三角縁神獣鏡の「伝世説」である。今

は弥生時代を早めることで説明できるとするようになった。

だが、これもまた仮説だ。土器の編年に矛盾が出てきている。そこに仮説をつくらね

ばならない。できるだけ単純な仮説こそ、真実にたどりつけるのではなかろうか。安本

史観は記紀を信じ、歴史の核を見つけ、魏志倭人伝などの中国正史や、考古学的事実と

重ねあわすという一つ

の原理で成り立ってい

る。その中で朝倉地方

と大和地方の地名の一

致は圧巻ともいえる事

実だと思う。

◆朝倉市を中心とす

る地域に邪馬台国（高

天原）があった

大和と地名の一致を

一つの根拠として、平

成16年刊の「邪馬台国

と高天原の原伝承」で

も、右の図を上げてい

る。有名なのですでに

どこかでご覧になって

おられると思う。同著

で「それは、夜須町の

まわりと、大和のまわ

りとに、つぎのような

おどろくほどの地名の
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安本美典著「倭王卑弥

呼と天照大御神伝承

神話のなかに、史実の

核がある」掲載の諸説

一覧図（ｐ217）

推理・邪馬台国と日本神話の謎シリーズ「邪馬台国と高天原の原伝承」（p164,165）の夜須町のまわりの

地名（左）と大和郷のまわりの地名



一致をあげている(同書か

ら)。

■北九州 (北の笠置山

からはじまって、時計の

針の方向と逆に一周すれ

ば)笠置山→春日→御笠山

→住吉(墨江)神社→平郡

→池田→三井→小田→三

輪→雲堤→筑前高田→長

谷山→加美(上)→朝倉→

久留米→三瀦→香山(高山)

→鷹取山→天瀬→玖珠→

鳥屋山→上山田→山田市

→田原→笠置山。

■畿内 (北の笠置〔笠

置山〕からはじまって、

同じく時計の針の方向と

逆に一周すれば)笠置(笠

置山)→春日→三笠山→住

吉(墨江)神社→平郡→池

田→三井→織田→三輪→

雲梯→大和高田→長谷山→賀美(上)→朝倉→久米→水間→天の香山(高山)→高取山→天ケ瀬→国樔→鳥見山→上山田→

山田→田原→笠置山。

どちらにも、北方に、笠置山が存在する。三笠山、あるいは御笠山が存在する。住吉(墨江)神社が存在する。西南方

に、三瀦、あるいは水間が存在し、南方から東南方にかけて、鷹取山(高取山)、天瀬(天ケ瀬)、玖珠(国樔)が存在する。

これら二十四個の地名は、発音がほとんど一致している。二十四個の地の相対的位置も、だいたいおなじである。お

どろくほどの一致といってよいであろう。

住吉神社の近くには、草ケ江(日下)、野方(額田)などの類似地名が存在する。相対的な位置を無視すれば、以上のほ

かに、奈良、出雲、八幡、芦屋、大津、怡土(または伊都)、那珂(または名賀、那賀)、曽我(蘇我)、広瀬などの地名が、

九州と関西の双方にある。また朝倉のあたりに類似地名が集中している。」

この地名の一致については奥野正男氏は「考古学からみた邪馬台国の東遷」の中で「私は、安本説を基本に、さらに

大和盆地東南部と鳥栖・甘木を中心とした筑後川北岸部の地名を比較検討したところ、五万分の一地図に表記されてい

る地名のみで、約八十カ所の地名が一致または類似しているということがわかった。この場合、小字のごく一部も対象

としているが、一枚の五万分の一地図内で、遠隔の二つの地域にこれほど地名が一致する例は、いまのところどこにも

見出せない。」と述べている。さらに「弥生後期～古墳前期の遺跡が集中する『纏向』と『小田』付近を中心にした地

名とおおよその位置を示した。一部に現在の地図にない古い地名を『和名抄』などから補っているが、ここにあげたも

のは同じ表記・発音の地名のごく一部である。大和で、纏向を

中心に、その四方に展開する地名群と、これをかこむように見

出される大和政権直属の豪族の拠地は、ほとんど一部の位置を

変えるだけで甘木・朝倉地方に見出すことができるのである。」

と、上のような図を示している。

奥野氏は「邪馬台国はここだ」で論理的な検証から、筑後川

北岸説を提案しており、朝倉市周辺および佐賀平野をも視野に

入れ、吉野ヶ里遺跡もその候補地とし、前原市の平原遺跡を卑

弥呼の墓である可能性も示唆している。

◆九州と近畿の似た地名

地名学者・鏡味完二氏は「日本の地名」（1964年刊）の中で

表のように九州と近畿で地名が一致「地名の名づけかたが、じ

つによく一致している」とのべ、位置や地形まで一致している

ことを指摘している。
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九 州 近 畿

1 旧 名 現 名 旧 名 現 名

2 山 門 山門郡 耶摩止 大 和

3 志 賀 志賀島 滋 賀 滋賀郡

4 耳 納 耳納山 三野 美 濃

5 日 田 日 田 飛 騨 飛 騨

6 基 肄 三養基郡 紀 伊 紀 伊

7 志 摩 糸島郡 志 摩 志 摩

8 怡 土 怡土村 伊蘇 伊 勢

9 儺 博 多 灘 灘地方

10 吾 田 阿多（薩摩）
阿 太

安 太

大阿太村（大和）

有田（紀 伊）

11 伊 鈴 五十鈴川 五十鈴川 五十鈴川



甕 棺 箱 式 石 棺
( 金 印 奴
国 時 代 )

( 邪 馬 台 国
時 代 )

細 形 銅 利 器 （ 銅
剣 ・ 銅 矛 ・ 銅 戈 ）

７ ５ 本 ０ 本

「 清 白 」 「 精 白 」 「 青
白 」 「 日 光 」 「 日 有
喜 」 銘 鏡

３ ０ 面 ０ 面

小 型 ? 製 鏡 第 Ⅱ
型

０ 面 ３ ５ 面

「 長 宜 子 孫 」 銘 内
向 花 紋 鏡

０ 面 １ ８ 面

出 土 し た 遺 物

◆民団移動は地名の移動を伴う

現代でも似た事例はある。戦前、岡山県の水島工業地帯に

三菱重工業が進出したとき、名古屋の地名を持ち込んだ事実

がある。なんと、その時の厚生関係者の母校が小樽で、新婚

の地が函館だったことから、小樽や函館の地名もつけられて

いた。（コラム参照）

⑤考古学的事実からの挑戦
◆墓制

北部九州では特異な墓制として甕棺墓がある。これについ

て、「奴国の滅亡」（安本美典著）で、九州の考古学者の意

見を引用している。

「甕棺墓葬の伝統が(弥生時代の)後期前半を境に急速に消

滅し、箱武石棺墓・石蓋土墳墓と交替していく。」(高倉洋彰

氏)「(弥生)後期中頃になると土器棺である嚢棺墓が姿を消し、

箱武石棺や土壙墓に後漢鏡が副葬されるようになり……。」

（柳田康雄氏）「甕棺墓地の形成時に比べ、その終焉はきわ

めて唐突な感がある。弥生時代の後期初頭に甕棺墓は激減し、

前半にはほとんど消滅してしまう。佐賀平野を含めた外緑地

域では、甕棺墓と同一墓域内で土壙墳墓・石蓋土墳墓に引き

継がれる状況もあるが、福岡平野および近隣地域では墓その

ものが激減する傾向がある。元来保守的な墓制が変化し、さ

らに墓そのものの激減する現象の背景には、大きな社会変動

が考えられる。その要因は甕

棺墓の最盛期である中期後半

の社会状況のなかに潜んでい

よう。奴国内部でも、それま

で甕棺墓の副葬品であった青

銅武器が一括して埋納される

など、祭祀形態も変化してい

る。このような北部九州内外の新しい状況の

中で甕棺墓はその権威性を失い、終焉を迎え

たものと考えられる。」（浜石哲也氏）。

この甕棺墓からの箱式石棺墓への変化こそ

が奴国の時代から邪馬台国へ移っていくもの

であることを指摘している。

◆鏡について

《邪馬台国時代の鏡－小型仿製鏡第Ⅱ型－

の分布》

小型仿製鏡第Ⅱ型の鏡は、甕棺からは全く

出土せず、箱式石棺から多数出土することか

ら、邪馬台国時代の鏡であるとされる。小型

仿製鏡第Ⅱ型の鏡は、博多湾岸からはほとん
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お墓の種類 行われた地域 おおまかな年代 時代

甕 棺 北九州 西暦 0 ～ 180年 奴国の時代

箱式石棺 北九州 西暦 180 ～ 300年 邪馬台国の時代

竪穴式石室 畿内 西暦 300 ～ 400年 古墳時代

横穴式石室 畿内 西暦 400 ～ 600年 古墳時代

桓（帝）・霊（帝）の間（１４６～１８９年）の倭国大乱のあとに、墓制が変わったように見える

倉敷市水島地区の町名は北

海道と関係あり？ 水島コン

ピナートの「発祥の地」とも

いえる三菱重工水島航空機製

作所（三菱自工水島の前身）

の旧社宅街の町名由来説に、

新説が加わってきた。従来は

「名古屋市の町名にちなんだ

もの」が定説だったが、同製

作所関係者の遺族の指摘で、

明らかに

なった。

同製作所は昭和十六年秋に

建設。三菱重工の名古屋航空

機製作所から多数の関係者が

移住して、四千戸以上の社宅

からなる「三菱むら」をつくっ

た。現在、水島商店街や市水

島支所などがある市街地中心

部がその地区。社宅はほとん

どなくなり、今は一般の市街

地になっている。

町名は初代所長の荘田泰蔵

氏（故人）が名古屋市の町名

を別表のように付けたと伝え

られてきた。「ほとんどの町

名が名古屋市に現存、あるい

はかつてあった」（同市住居

表示課）もので、名古屋説は

既に裏付けられている。

この説に、新たな一石を投

じているのが岡山市津島福居、

主婦友野倭文子（しずこ）さ

ん（61）。 小学生だった友

野さんは父・伊藤運炳氏（故

人）＝当時同製作所の厚生部

門役員＝の転勤で来倉。運

炳氏は荘田所長に町名案を依

頼され「函館市と小樽市の地

名を進言した」という。

函館市史編さん室によると

同市には、水島に通じる地名

が多数。「東川町、弥生町、

栄町は現存。戦前のころは相

生町、春日町、幸町、常盤町、

高砂町、寿町もあった」と同

室。函館は運炳氏の新婚の地、

小樽は

母 校

（小樽高商）のあった地。友

野さんの記憶によると、青葉

町の由来は函館市に現存する

青柳町で、当時水島にはまだ

柳がなかったので「葉」にし

た、という。またこれまでの

説では分からなかった東川町

の出所も、これで裏付けられ

る。緑町は小樽高商のあった

地名。（1992年4月6日付け、

山陽新聞から）

水島 名古屋 函館 小樽

相生 ◎ ○ ◎

東川 ◎

緑町 ◎ ◎

寿町 ◎ ○

瑞穂町 ◎

春日町 ○ ○

弥生 ◎ ◎

幸町 ○ ○ ◎

栄町 ◎ ◎

青葉町 （青柳町）

常磐町 ○ ○

高砂町 ○ ○

千鳥町 ○

◎は現存、○はかつてあった地名

現代にもある地名の移動

小型仿製鏡第Ⅱ型の鏡（左）と小型仿製鏡第Ⅱ型の分布（右）

（表と図はhttp://yamatai.cside.com/katudou/kiroku196.htmから）



ど出土せず、朝倉盆地から筑紫平野にかけて

の筑後川流域の地域から多く出土する。邪馬

台国の勢力が、筑後川流域の地域にあったこ

とをうかがわせる。

《２種類あった邪馬台国時代の鏡＝仿製鏡》

邪馬台国時代の輸入の魏鏡の形式には後漢

鏡から省略化や、内行花文鏡の鈕座が蝙蝠形

に変化、あるいは「長宜子孫」銘内行花文鏡

が登場する。これらの中に卑弥呼の鏡がある

のだろう。平原遺跡出土の方格規矩鏡は、国

内産であるとの説（柳田康雄氏主張）が強く

なっており、同時代に中国鏡に負けないような高度の技術で国内でつく

られた鏡と、一段身分の低い人たちが使う鏡（小型仿製鏡第Ⅱ型＝技術

的には低い）があったのではなかろうか。

前頁下左の画像は小型仿製鏡第Ⅱ型で、「王」クラスの墓に入れるも

の（上の図左＝平原遺跡出土鏡など）とは役割が異なり、小型仿製鏡には実用的な面があったのかも

しれない。

◆鉄器

邪馬台国時代の倭人は鉄鏃を使った。魏志倭人伝には、「兵器には、矛・盾・木弓を使い、矢は鉄

鏃、あるいは骨鏃」と記されている。邪馬台国時代の畿内からは、弥生時代の鉄鏃は269個しか出土

していないのに、九州からは1168個見つかっている（表＝川越哲志編「弥生時代鉄器総覧」から）

⑥庄内式土器をめぐる諸問題
邪馬台国はどこか？ 日本神話の高天原こそ邪馬台国の場所

を特定する最大のキーワードだ。その高天原は、福岡県の朝倉

地方と考えているが、現在の日本では邪馬台国の時代には、す

でに畿内では纏向古墳群などの時代になっていたのであり、

「邪馬台国九州説」や「邪馬台国東遷説」は成り立たないとす

る論調が多く見られるようになっている。

その最大の根拠が土器編年と、それにともなう木材の年輪年

代測定法、さらには炭素14による時代設定である。しかし、弥生末から古墳時代の

区切りとなるとさる「庄内式土器」といわれるふしぎな土器がある。この問題を整

理すれば、邪馬台国も見えてくると思う。

◆庄内式土器とは

昭和39年、弥生時代と古墳時代に移り変わる時代に使われた土器として、田中啄

氏によって、それまで古墳時代の最初の土器である布留式に先行する土器群として

「庄内式土器」の存在が初めて報告された。戦前の発掘で大阪府豊中市の庄内遺跡

（小学校敷地）の土器の分

析から、布留式より遡る最

古の土師器としてとらえた

ものだ。

庄内式の甕の特色は内側をへらで削りかなり薄く、煮炊きの

効率が上がっている。しかし、表面は弥生式土器の特色である

たたき目を残し、土師器（布留式）のように丸くなりっきてい

ない（図参照）。その後、纏向遺跡の発掘で庄内式土器に二種

類あり、大和型と河内型あり、両地区かあるいはその影響下で

生産されたことが判明した。最近は、胎土の分析から播磨発生

説も登場するなど、まだまだ謎の部分が多い。

◆庄内式の起源は九州？

ジャーナリストの斎藤忠氏は「纏向遺跡は大和王権の中心で、

列島各地の土器が、集まってきているが、九州の土器だけは欠
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弥
生
時
代

の
鉄
鏃

九州 福岡 398

佐賀 58

大分 241

長崎 29

宮崎 100

熊本 339

鹿児島 3

小計 1168

中国 356

四国 118

近畿 兵庫 92

大阪 40

京都 112

奈良 4

滋賀 13

和歌山 5

三重 3

小計 269

中部 131

関東 132

東北 1

合計 2175

上は左が弥生式土器、そこが平らに

なっている。右はそこが丸くなって

いる土師器（布留式）。下は大和型

（左）と河内型の庄内甕（季刊邪馬

台国43号から＝1990年秋号から）



けている。庄内式土器の二つの型のうち河内

型のほうが洗練されている。また、庄内式が

弥生式土器の最後とされる近畿第５様式と一

緒に出土する例も見られる」（季刊邪馬台国7

2号から要約）ことから「九州起源説」を主張

している。

◆もし九州なら、持ち込んだのは誰か？

季刊邪馬台国73号の特集記事に「庄内式土

器でたどる日本の古代史（下）」で編集部

（安本美典氏）は、「庄内式土器をもたらし

た人たち」と題し、「畿内での庄内式土器は、

卑弥呼の時代よりもあと、西暦二九〇年～三

〇〇年前後にはじまったとみられる。畿内で

は、庄内式土器のはじまるころ、銅鐸がうず

められた。

とすれば、銅鐸がうずめられたのも、畿内に庄内式土器がもたらされたのも、神武天皇の東征の結果であるようにみ

える。

庄内式土器が、大阪府や奈良県で、物部氏の根拠地のあたりから出土することは、神武天皇の東征にともなって北九

州方面からあらたにやってきた物部系の人々がいたのであろう。その人たちが、新式の土器である庄内式土器の製作技

術者や、女性などをともなっていたのではないか。

神武天皇が物部氏の根拠地とみられる、北九州の遠賀川の河口あたりの岡田の宮の宮殿をつくり(『古事記』による。

『日本書紀』は、岡水門と記す)、兵などを集めたらしいことは、『古事記』『日本書紀』の記述などからうかがえる。

物部系の氏族が、本来は、遠賀川下流域の鞍手郡を中心とした地域にいたとみられることは、鳥越憲三郎著『弥生の王

国』(中公新書)に詳論されている。」

◆まとめ「神話に答えがあった」

安本氏の見解を信じるなら神話の中に答えがあることになる。記紀の神武東遷の神話では、遠賀川河口での逗留のほ

か、安芸、吉備での滞在が記されている。庄内式土器の技法の一つである、内側からへらで削り取る技法は、吉備や出

雲の土器でも使われており、その関連が想定される。

私は瀬戸内海に点在する高地性弥生集落跡は、弥生時代を通じて、渡来の弥生人が西から東へ向かっての移動の痕跡

を残すものと想定している。もちろん、神武東遷やそれ以前にあったニギハヤヒの命の大和入りにも、瀬戸内海のルー

トをたどったであろう。

右の図は最新の情報をできるだけ多く入

れるようにして作成したものである。かつ

ては、瀬戸内海沿岸に集中的といわれてい

たのが、新潟や南九州でも発見される例が

増えている。これは弥生人が勢力を伸ばし

ていく際に、防衛的な山城や狼煙台的な見

張り台を作っていくことを示していないだ

ろうか。筑後にあった邪馬台国は、記紀神

話の「高天原」であることは間違いないで

あろう。南九州を経て伝承通り宮崎を出発、

北九州や瀬戸内海、紀伊半島を経て大和に

入り、ナガスネヒコを破り、ニギハヤヒを

従属させ大和王権を打ち立てたという神武伝承を否定することは難しいと考えている。

⑥年代の問題
◆以上述べたことも、現在の日本でいわれる、３世紀の中ごろ（卑弥呼のいたころ）は、纏向遺跡を中心に巨大古墳

が築かれていたという年代観からは、ほとんど無視される状況にある。年輪年代測定法や炭素14などの科学的な根拠を

基にしている。しかし、本当にそうなのだろうか？ 年輪年代測定は、日本では光谷拓美・奈良文化財研究所古環境研

究室長のグループのみで、他のグループによる検証はされていない。炭素14年代測定法にも誤差があると前回も指摘し

た。季刊邪馬台国編集部で作成の表と寺沢氏の表で近畿の庄内式土器について見比べるとおよそ80年の差がある。現在
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鳥越憲三郎著「大いなる邪馬台国」の九州と河内の物部一族の分布（同書から）



も庄内式土器の年代を３世紀の終わりとする学者もいる。年代論はまだフレキシブルである。おとぎ話に近いギリシャ

神話を信じたシュリーマンによってトロイやミケーネは発見された。

◆伝承と記紀の記述をもとに神功皇后や景行天皇の事績を追究している河村哲夫氏は、著書のあとがきの中で「邪馬

台国の卑弥呼の時代は神功皇后や景行天皇の時代からいえば、せいぜい一世紀半程度前の時代である。神功皇后・景行

天皇の伝承地や地方豪族の所在地を地図上にプロットしていくと、かなりの確率で邪馬台国時代の九州の勢力図と重な

るはずである。神功皇后・景行天皇を通して邪馬台国に迫ることも可能だろう」と述べている。期待したい。
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（季刊邪馬台国 73号から）


